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いての研究の多くは実習時間（椛 , 2008） 、実習中の
睡眠時間（上田 , 2014） や通学時間（滝沢 , 2010） 、
時間の使い方（渡辺 , 2011） など物理的時間に着目し
てなされており、学生の時間の知覚を記述した研究はな
い。筆者は、学生の前意識的な時間の知覚が 1 年次の
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情報提供者：2012 年に A 大学に入学し、2016 年に卒
業した学生のうち、1 年次、2 年次、4 年次の調査に
継続して協力した学生１名。
データ収集方法：1 年次実習時および 2 年次実習時、
すべての看護学実習を終了した 4 年次に、各々 60 分
程度の個別インタビューを行った。


















































A さんは A 大学の女子学生で、看護系大学生 1 年
次から 4 年次（18 ～ 22 歳） にインタビューに応じ
た。A 大学では表１に示すとおり、1 年次から４年次
に断続的な実習が行われていた。インタビューで語





A さんは大学入学以前に病棟において 1 回の看護
体験を行っていた。1 年次の実習を外科系病棟で、2






















































表１：A さんの実習状況とインタビュー時期  
 4～6 月  7～9 月  10～12 月  1～3 月  
1 年次  




 2 月  1 週間  
保育園や外来等での実習  
2 年次  
 9 月  2 週間  
はじめて患者を受けもって看
護実践を行う  
 2 月  1 週間  
介護施設や地域包括支援
センター等での実習  
3 年次  
  10～2 月  2 週間×5 クール・１週間×1 クール  
領域別実習  
4 年次  
5～7 月  2 週間×4 クール・１週間×1 クール  
領域別実習  
統合実習   
2 月  すべての実習を終了し
た卒業前  
実習：太字    インタビュー時点：塗りつぶし  
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のかによって A さんは行為していた。 A さんは看
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未来の看護師の行為をみて取るようになった （菊池ら , 
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